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入院 手術前日 手術当日(術前) 手術当日(術後) 術後1日目 術後2日目

・手術の準備ができる
・術後、早期合併症
　を起こさない

・酸素を終了できる
・トイレ歩行ができる

・痛みが
　コントロール
　できている

点 滴 ・点滴を開始します ・点滴を終了します

内 服
・持参薬は
　医師に確認し
　内服します

・希望により眠前に
　下剤や睡眠薬を
　お持ちします

・手術を行う側の
　脇の毛を短く切る
　場合があります

・弾性ストッキングを
　はき、新しい寝衣に
　着替えます
・手術室に行く時に、
　肩にテープを貼ります

・術後酸素マスク、
　心電図をつけます
・背中から痛み止めの
　チューブが入ります
・胸に管が入ります

・6:30頃酸素マスク、
　心電図をはずします
・創部の状態を
　観察します

→

・身長・体重を
　測ります
・採血があります

 
・朝食前に体重を
　測ります

・配膳前に体重を
　測ります
・採血とレントゲン

・レントゲン

→
・術後はベッド上で
　安静に過ごします

・最初の歩行は、
　医師が付き添います
・呼吸法や痰を出す
　訓練をします
・軽い運動をします

・病院内を行動
　できます
・積極的に
　動きましょう

・夜21時以降は
　飲んだり食べたり
　できません

・飲んだり食べたり
　できません

・最初に水を飲む時は、
　医師が付き添います
・昼よりお粥を
　開始します

→

・制限ありません
・必ずシャワー浴
　髪を洗いましょう

・洗面・歯みがきを
　行います

・うがいはできます ・身体を拭きます →

・排便を確認します
・手術中に尿の管が
　入ります

・朝、尿の管を抜きます
・初回歩行後は
　トイレまで行くこと
　ができます

→

・痛みや不快な症状が
　ある時はすぐに
　お知らせ下さい
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特別な栄養管理の
必要性

月 日

経 過

達 成 目 標

治
療
計
画

処 置

検 査

注１：病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わりえるものです。
注２：入院期間については、現時点で予想されるものです。

上記について説明を受けました。　　　　平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日

#VALUE!

・手術に対して理解ができる
・術前の体調管理が継続できる
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・痛み止めの
　チューブを
　抜きます
・状態を見て胸の
　管を抜きます

・術後3日目
　採血とレントゲン
・手術後5日目
　レントゲン

入院診療計画書：肺切除術クリニカルパス

<<OREVF_A>>　　患者氏名： <<ORIBP_KANJI>>　様　　　病名：   　　　　　　　　　症状： 

・疼痛が軽減
　し、病院内
　歩行ができる

3～5日目

<<DYTODAY>>

6～7日目

→

8～9日目

・髪を洗います

→

・医師の説明があります
・麻酔科医の訪問があります
・看護師が手術前後の過ごし方に
　ついて説明します
・術前訓練と呼吸訓練について
　説明します
・バスタオルを1枚準備して下さい

　　　　無

・医師の許可でシャワー浴が
　できます

→

・退院後の
　生活について
　説明します

→

→

・退院後の注意事項
　について理解できる

・術後9日目
　レントゲン

・退院後の生活について説明します
・運動機能の検査をします

・常食へ
　変更します

・次回外来受診
　の確認をします

→

→

→

・術後7日目
　採血
　レントゲン

・病院内を
　行動
　できます

→ →

　　　　有　栄養状態に合わせた栄養管理を行います

10～14日退院

・退院できる

・固いものや、
　刺激物は、
　退院後1週間
　控えて下さい

・行動制限はありません
・呼吸法や痰を出す訓練をします
・運動機能の検査をします

→

 

 


